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研究分野：言語学・音声学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：心態詞、韻律的特徴、ドイツ語 
 
１．研究計画の概要 
 ドイツ語の日常会話には、様々な話者の聞
き手に対する心的態度をあらわす「心態詞」
と呼ばれる語が多く用いられる。話し言葉に
おいて心態詞を用いる際、同時に音声的特徴
が重要な役割を持つことが、以前から指摘さ
れている。本研究では、ドイツ語の心態詞に
ついて、研究代表者がこれまで行った研究課
題（若手研究(B) 課題番号 15720098）の成
果と問題点を踏まえ、心態詞の意味・機能、
音声的特徴との関連、さらに日本語との共通
性を明らかにすることを目標とする。 
 具体的には１）ドイツ語の心的態度を表す
語の語用論的意味・機能の分析 ２）ドイツ
語の心的態度を表す語の音声的特徴及びそ
の知覚の分析３）日本語の心的態度を表す語
の意味・機能・音声的特徴との比較・対照の
3点に絞って研究を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）2006 年度は主として文献および音声
の資料収集を行った。この資料収集作業と平
行し、連携研究者の協力のもと、心態詞 schon
を含む短文を用い、その意味・機能について、
ドイツ語母語話者へのインタビューを行い、
これまで集めた音声データを用いて知覚実
験を実施した。また、心態詞 schon を含む短
文について発話実験を実施し、音響分析を行
い、持続時間、強さ、基本周波数を測定した。 
知覚実験の結果をまとめ、連携研究者と共同
で口頭発表を行い、論文を執筆した。 
（２）2007 年度は前年度の音響分析作業を
引き続き行った。また、ドイツ語母語話者 2
名の協力により、これまで収集した対話デー
タ（自然発話）のトランスクリプションを行

った。このトランクリプションを基に、心態
詞の出現頻度や実際に用いられる意味・機能
について分析した。音響分析および対話分析
の結果をまとめ、2008 年 2 月に行われた学
会にて連携研究者と共同で口頭発表を行っ
た。 
（３）2008 年度前半は前年度末に口頭発表
した内容をまとめて連携研究者と共著で論
文を執筆した。2008年度後半から 2009年度
5 月末まで、研究代表者が産前・産後休暇の
ため、一時研究を中断した。 
（４）2009 年度（6 月以降）は、本来 2008
年度に行う予定であった schonの母音部分の
音響的特徴の分析を行い、同時に、2007 年
度までに集めた発話データを用いて再度知
覚実験を進めている。知覚実験の結果をまと
め、2009 年夏に行われる学会にて研究代表
者が口頭発表を行う予定である。 
 
３．現在までの達成度 
③ やや遅れている 
理由：2008 年度後半～2009 年 5 月末まで、
研究代表者が産前・産後休暇のため一時研究
を中断した。このため、その期間行う予定で
あった知覚実験および音響分析作業が 2009
年度に行われることになった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
産前・産後休暇のため中断した期間の分、
2010 年度にも引き続き研究を行うため、基本
的にはこれまで計画した通りに、連携研究者
と協力しながら分析作業を進めたい。その際、
大学院生等に分析作業の補助を出来る限り
お願いし、できるだけ迅速に分析作業を進め、
2010 年度は主としてこれまでの研究成果の
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まとめを行う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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